






要旨:学校問題(いじめ、不登校など)、生活リズムの変調を訴える患児に対して、小児科

医がどのように対処しているかを知る目的で、全国の大学医学部および医科大学 80 施設

の小児科教授宛にアンケートを依頼し、71 大学から回答を得た(回収率 89%)。小児科医に

よる精神保健・心身医学の専門外来は 38 大学(54%)で開設されているが、全国 47 都道府

県のうち医学部または医科大学が 1 施設だけである 34 地域に限定すると 14 施設(41%)と

少なかった。また、専門医の数では、0名が 33施設(47%)、1 名が 23 施設(32%)であり、2

名以上は 15施設(21%)であった。また、専門医の 1/3 は卒後経験年数が 20 年以上だった。

専門外来を設けていない 33 大学における精神保健・心身医学の専門医育成に関しては、

他に優先する分野があり余裕がないという回答が 14 大学(42%)あり、研修に出す予定があ

るものの希望者がいないという記載もあった。精神保健・心身医学を担当する小児科医が

求められているが、これに応えられないのが現状である。精神保健・心身医学の分野を専

攻する若手医師を増やすためには、まず大学において複数の小児科医が専門外来を開設・

継続していくことが求められる。


